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　薬学生の皆さんは、学年が上がるに
つれて、卒業後の自分のキャリアを意
識するようになることでしょう。日本
薬学生連盟はこれまで、薬学生の多様
なキャリアパスを考えるきっかけとな
るよう、社会人の皆さんと対談し、そ
の内容を紹介してきました。今回は、
私たちの団体に所属する高学年（４年
制薬学部４年生、６年制薬学部４～６
年生）の学生や、団体のＯＢ、ＯＧで
ある社会人の皆様を対象に、就職に関
する意識調査を実施しました（2021
年度広報統括理事　日本薬科大学５年
生　山沢智）

　アンケートはGo o g l eフォームを活
用し、計39人から回答を得ました（図
１）。それぞれの質問に対して、薬学
生や団体ＯＢ、ＯＧに任意で回答して
もらいました。
　まず、就職活動について希望進路や
実際の進路を質問したところ、今回の
アンケートでは病院就職（43％）が
多いという結果になりました（図２）。
その他企業の割合（21％）が次に多く、
薬学部卒業後の進路が多様化している

ことが分かりました。
　筆者は今回の調査で、「メディカル

　次に、就職活動を始めた時期につい
て質問しました。５年生に進級するま
でに何かしらの就職活動をスタートさ
せた人の割合が全体の60％以上を占
め、自分の将来について、早い時期か
ら考え始める人が多いことが分かりま
した（図３）
　傾向として、６年制の場合、学生生
活の半分が経過した頃と５年生進級後
に就職活動を意識する学生が多いこと
が見受けられました。
　また、就職活動として最初に始めた

ことを尋ねると、「インターンシップ
への参加から始めた」という声が多く
挙がりました（図４）
　その他では「就職先を決める条件を
挙げてから情報収集に努めた」という
声や、「公務員の教養試験の対策をし
た」という声がありました。
　中には、「就職サイトの登録から始
めた」という声も複数あり、低学年か
ら情報に触れられる環境を整えること
から始めるのも、小さな一歩として取
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アフェアーズ」という職種があること
を初めて知りました。製薬企業におい
て、医薬品情報を中立的に分析するこ
とやアンメットメディカルニーズの解
決に寄与することを職務としているそ

うです。
　薬学部卒業後の活躍の場は、今後
も広がりを見せていくと期待されま
す。

多様性に富む
卒業後の進路

就職活動、低学年から意識

図１　回答者の所属構成

図２　進路

図３　いつから就職活動を始めましたか
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